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-【解説】プログラミング教育を指導する人材はどのように育成するべきなのか-

ARTICLE

尾崎拓郎
大阪教育大学　情報基盤センター

プログラミング教育を指導する人材は
どのように育成するべきなのか

はじめに─ 新学習指導要領の施行とプログラ
ミング教育

　2020 年度から順次施行される新学習指導要領

では，「主体的・対話的で深い学び」に論点を当て，

その具体的な活動の 1 つに初等教育課程の段階

からプログラミング教育をあげている．これまで

そのような経験をしていない学校現場の教員も多

く，実施にあたっては大きな不安要素となってい

る．それは学校現場だけではなく，教員養成大学

においても同じであり，どのようなカリキュラム

を構成し，卒業時にその知識や技能，そして指導

力を身につけるようにしていくのかが課題となっ

ている．

　本稿では，プログラミング教育必修化の流れを踏

まえた，筆者が所属する大阪教育大学における人材

育成について，実際の授業実践を交えて述べる．

積み上げ式のプログラミング教育

　2018 年 4 月 19 日の産業競争力会議において，

安倍内閣総理大臣が「第四次産業革命の時代を生き

抜き，主導していってほしい．このため，初等中

等教育からプログラミング教育を必修化します」と

いった発言をされた．2020 年度から順次実施され

る新学習指導要領において，新しく組み込まれる

要素は多くあるが，小学校段階からのプログラミ

ング教育が位置付けられたことはこの安倍首相の

発言からも新学習指導要領の大きな変更要素の 1

つと窺い知ることができる．新学習指導要領には，

「プログラミング的思考」を育むことが記載されて

いる．文部科学省のとりまとめによれば，プログ

ラミング的思考とは，「自分が意図する一連の活動

を実現するために，どのような動きの組合せが必

要であり，1 つ 1 つの動きに対応した記号を，ど

のように組み合わせたらいいのか，記号の組合せ

をどのように改善していけば，より意図した活動

に近づくのか，といったことを論理的に考えてい

く力」としている 1）．この思考力を，小学校段階で

は，「身近な生活の中での気付きを促したり，各教

科等で身に付いた思考力を『プログラミング的思

考』につなげたりする段階」とし，中学校および高

等学校段階では，「それぞれの学校段階における子

供たちの抽象的思考の発達に応じて，構造化され

た内容を体系的に教科学習として学んでいくこと

となる」としている 2）．

　したがって，プログラミング教育で育む資質・

能力は各教科で育む資質・能力と同様に，資質・

能力の「三つの柱」（「知識および技能」，「思考力，

判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」）

に沿って整理を行っている．すべての学校段階の

学習指導要領の総則において，情報活用能力を言

語能力などと同様に，「学習の基盤となる資質・能

力」として位置付けている．
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　2018 年度まで，本学のカリキュラムでは，専門

的なプログラミング（理数情報系および技術系の科

目）を修得するような科目は存在したが，教職科目

あるいは教科専門としてプログラミングを修得す

るような科目は存在していなかった．新学習指導

要領とりわけ 2020 年度から施行される小学校学

習指導要領では，小学校段階からプログラミング

教育が実施されることとなったため，これを受け

て本学の在学生に対してもプログラミング教育を

指導できる人材を育成することが必要となった．

　プログラミング教育元年ともいえる 2020 年度

を迎える直前，2020 年 3 月に学部を卒業する見

込みの学部生の多くは 2016 年 4 月入学の者であ

る．先に述べた産業競争力会議での安倍首相の発

言が 2016 年 4 月であることから，2016 年度入学

生のカリキュラムについては変更ができない状態

で，卒業予定の 2020 年 3 月を迎えたときには学

校現場でプログラミング教育元年を迎える世代と

なった．そのため，既存の制度の中での対応と次

世代に向けたカリキュラム改訂が必要となった．

プログラミング教育ワーキンググループの
立ち上げとその取り組み

 	本学のプログラミング教育に関する答申
　先の状況を受けて，本学では 2017 年末に学長

諮問を教育担当理事に対して行い，2018 年度にプ

ログラミング教育ワーキンググループを立ち上げ

た．このワーキンググループの任務は，「新学習指

導要領（平成 32 年度実施）により初等教育段階から

必要となるプログラミング教育を担う教員を養成

するために，本学における『プログラミング教育』

導入にかかわる環境整備について検討するととも

に，その教育内容および実施方法に関する原案を

作成し，教育担当の副学長に報告する」ことである．

理科系や技術系，教育系等の異なる分野の教員メ

ンバで構成され，それぞれの立ち位置から意見交

プログラミング教育実施に向けた環境の変化

　2020 年度の初等教育課程でのプログラミング

教育必修の動きに備え，近年では学校現場のみな

らず，学校教育機関以外でのプログラミング塾

やロボット教室といった，プログラミング教育

市場の拡大が大変顕著である．最近では，家電量

販店や書店においても「プログラミング教育」関連

のブースが設けられている様子が確認できる．そ

して，大手家電量販店がプログラミング教室を買

収し，店舗内に教室を展開していくような流れも

見受けられる 3）．GMO メディアの調査によれば，

2019 年度には 114 億 2,000 万円であったプログラ

ミング教育市場規模が 2025 年には 292 億 2,600

万円と，300 億円に達する規模にまで成長すると

予測されている 4）．

　また，2017 年 3 月に，官民が一体となって立ち

上げた未来の学びコンソーシアムでは，「小学校を

中心としたプログラミング教育ポータル」を開設し，

プログラミング教育に関する資料や教育委員会の

取り組み事例等の発信を行っている 5）．

教員養成大学に置かれた状況

　先に述べたような動きがある中，筆者が所属す

る大阪教育大学（以下，本学と記す）では，プログ

ラミング教育を指導する人材をどのように育成す

るのか検討を始めた．本学では 1 学年に約 900 名

超の学部学生が在籍し，そのうち約 600 名程度の

学生が教員養成課程に所属している．さらにその

うち 300 名程度は小学校教員養成課程に所属する

学生であり，この学生らが卒業したときには，新

学習指導要領の内容を正確に理解し，学校現場に

出ていった際に，率先して大学で得た知識と技能

を広げてもらうようにする必要が出てきた☆ 1．
☆ 1	「教育大を卒業しているなら，プログラミング教育等の新しい事項は

当然大学で学んでいて，新しいことを教えてもらえる」という期待が
学校現場から漏れ聞こえてくる話である．
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換を行った．約 1 年の議論期間を経て，長期的な

学内の対応を答申した．答申内容は次のとおりで

ある．

1.	主に教員養成課程系の専攻で推進方針に沿っ
た取り組みを実施する．

2.	当面の間は新規科目を開講せず，既存科目で
の対応を図る．

3.	「ICT 基礎 a」（全学情報関係必修科目）にお
いて，プログラミング体験を盛り込む．これ
は，当該科目の受講者（= 全学生）を対象に実
施する（2019 年度実施）．

4.	各専攻・コースの特性に応じたプログラミン
グ的思考力の育成や教科における実践事例等
を「ICT 基礎 b」（専攻特化型情報関係必修科
目），「小学校教科内容」のいずれかに盛り込
む（2020 年度実施）．

5.	「教職実践演習ミニ講座」において，学校現場に
おける発展的な実践事例を紹介し，実践力の育
成に資する取り組みを行う（2019 年度実施）．

　（ワーキンググループ答申より，一部筆者改変）

　教員養成課程においては，急速なカリキュラム変

更を行うことはできないため，2019 年度において

は，カリキュラムの中での組み換えの検討や代替策

を講じることで対応することとなった．また，教員

を志望しない学生であったとしても，プログラミン

グ教育の体験活動は全学情報関係必修科目である

「ICT 基礎 a」にて実施した．専攻ごとに実施内容が

独立した，いわゆる教科の特性を活かしたプログラ

ミング教育の内容については，「ICT 基礎 b」で実施

することとした☆ 2．

　そして，教員免許状取得の必修科目であり，教

員として必要最小限な資質・能力を有しているか

を最終的に判断する「教職実践演習」の中で実施し

ているミニ講座の中に，「初等教育におけるプログ

ラミング教育実践入門」の標題で講座を開講し，主

☆ 2	 2020 年度入学生からは「ICT 基礎 c」を設置し，プログラミング教育
内容に特化した ICT 関連授業の実施を行っている．

に 2016 年度入学生で小学校教員志望の学生に対

して，プログラミング教育の指導技術の獲得機会

を提供した（全 5 コマ，40 名× 2 ユニット = 80 名

受け入れ）．

 「ICT 基礎 a」での体験活動
　全学情報関係必修科目である「ICT 基礎 a」では，

科目の位置付けを「すべての学生が獲得する基本的

な能力として ICT 活用能力を位置付ける」として

いる．この科目は 2017 年度から本学のカリキュ

ラム改正によって学部全体で共通の授業内容とし

ている．

　本学は 2017 年度の学部入学生からノートパソ

コンの必携を課しているため，受講生は原則とし

てノートパソコンを普通講義室に持ち込んで授業

を受講することを前提とできる環境である．ただ

し，1 学年約 900 名程度の人数で 1 クラスあたり

90 名程度の規模の教室に対して新規に有償のプロ

グラミング教材を提供できる予算はなかった．そ

のため，「ICT 基礎 a」では新規で教材を調達する

ことをせず，無料で公開されているプログラミン

グ教育サービスの体験を行い，その体験を受講生

同士で交流する方法をとった． 

　実際の授業では，授業全体の中で 1.5 コマ程度

の説明時間しかとれなかったため，数多くのプロ

グラミング教育アプリを網羅的に体験することは

困難であった．そこで，「ICT 基礎 a」で実施して

いる 5，6 名程度の活動グループに対して，無料で

体験可能な複数のプログラミング教育サービスを

提示し，活動グループ内でそれぞれ分担を決めて，

アプリの体験について報告を行い，その報告結果

を 1 つの報告スライドとしてまとめ上げて提出す

る活動を実施してもらうことにした．実際に利用

したプログラミング教材サービスの報告用のワー

クシートと受講生からの報告スライドの一部を示

す（図 -1）．

　時間が限られていることもあり，ワークシート
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には表紙である 1 ページ目としてグループ全体

の活動が俯瞰できるようにし，それ以後のページ

にはグループ内で各受講生が調査したそれぞれの

サービスについて，1 枚でまとめてスライドにす

るような指示を課した（最低 1 人あたり 1 サービス

の調査とした）．あらゆるプログラミング教育サー

ビスを網羅的に体験できることが望ましいが，そ

れを各受講生からの報告に代える形を取っている．

具体的な活動の流れを示す（図 -2）．

　この実施方法により，1 クラス 90 名程度規模の

人数の授業でありながら，すべての受講生に対して

プログラミング教育活動の体験を行うことができた．

この発展として，専攻ごとに内容を特化した「ICT

基礎 c」の授業内容へと繋がることを期待している．

 「教職実践演習」でのプログラミング教育体験講座

　2019 年度卒業生（主に 2016 年度入学生）を対象

に，2019 年度の「教職実践演習」のミニ講座科目の

中で「初等教育におけるプログラミング教育実践

入門」を開講した．2019 年度後期開講の授業では，

授業開始時に受講生 37 名に「プログラミングの体

験」について問うたが，23 名（62%）が未経験の状

態で受講することとなった．「プログラミングの体

験」の機会の少なさが窺い知れる．選択式の講座で

あるため，プログラミング教育についてモチベー

ションのある学生が受講しているが，今後，これ

をすべての教員養成課程の学生に提供する機会を

検討しなければならない．

　ミニ講座では，本稿で報告しているような国の

動向について俯瞰し，具体的な教材としてロボッ

ト教材やマイコン教材，無料のプログラミング教

材について，グループを組んで取り組み，教材案

を提案する授業を実施した．

図 -1　「ICT 基礎 a」で実施したプログラミング教材サービスの報告シート（左）と受講生の報告スライドの一部（右）

サービス 特徴 担当者

a B

b A

c D

d C
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1. 体験の担当サービスの割当と
それぞれの報告

2. それぞれの報告の概要記入と
サービスの体験報告

3. 1つのスライドに結合

図 -2　「ICT 基礎 a」で実施したプログラミング教材体験報告活動の流れ
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 学内でのプログラミング体験イベント・企業
連携フォロー講座の実施

　本学では，大学の ICT 利活用教育を支援する

ための組織として ICT 教育支援ルームが存在す

る．ここでは，主に学生スタッフが利用者対応に

あたっており．近年では，本学附属図書館と連携

し，プログラミング教育の関連体験講座を実施し，

在学生に授業以外においてもプログラミング教育

教材を体験できる機会を提供している 6）．

　また，2019 年 2 月，2020 年 2 月には，プレ講

座として同年 3 月の卒業対象者に対して，プロ

グラミング教育フォロー講座を本学主催で実施し

た．具体的に，プログラミング教育関連の教材を

開発・制作している企業に本学にお越しいただき，

プログラミング教育教材体験会を実施してもらっ

た．参加者の立場としては，プログラミング教育

教材体験の先取りを行うことができ，大学として

は，今後企業と連携して講座等の開発を行うため

の足がかりとなった．

おわりに─ 教員養成大学としての人材育成

　本稿では，主に文部科学省が示すプログラミン

グ教育にかかわる動向を軸に，教員養成大学であ

る本学が組織的に展開しているプログラミング教

育について報告した．新学習指導要領への移行に

際して，組織的に体験活動をする機会を提供し，

学校現場で率先して教材研究に取り組んでもらえ

るような人材育成を行い，学校現場への還元がで

きるよう，引き続き組織としてのカリキュラムや

実施内容の検討を行っていきたい．
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公開開始予定公開開始予定

公開場所

後　　援

　　　　　  2020 年 7 月 24 日から

　　　　　 下記 Web サイト（IPSJMOOC プロジェクト）をご覧ください．

　　　　　
	 　未来の学びコンソーシアム

https://sites.google.com/view/ipsjmooc/


